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NO. 分類 工程名・設備名 該当する内容

1 1
各工程、設備からの廃棄
物

廃棄物処理 廃棄物の処理

廃棄物については、各々の環境影響評点
は低いが共通的に発生していることと、環
境基本方針の中にも減量化を推進する内
容があるため、重大な環境側面として登
録する。

2 2 下水道への排水 排水の水質 水質汚濁

工程で発生する排水、事務所から発生す
る生活雑排水、屎尿は下水道に排水され
る。定期的に水質の検査を実施することに
している。

3 2 共S3 （コンプレッサー） 廃ドレン
水質汚濁（地下浸透）、土壌
汚染

油分分離装置で清水処理している。

4 2 共S9 （冷却循環装置） 循環水の水質 水質汚濁（地下浸透）
この循環水のヘキサンの水質検査を定期
的を実施している。

5 1 共S3 （コンプレッサー） 騒音、振動 騒音規制法、振動規制法

年１回、敷地境界上で騒音を測定し許容
限度内であることを確認する。振動につい
ては設備追加により測定が必要と判断し
たときに測定を行う。

6 1
製
S4S1
製4S1

（インジェクション成形機） 騒音、振動 騒音規制法、振動規制法

年１回、敷地境界上で騒音を測定し許容
限度内であることを確認する。振動につい
ては設備追加により測定が必要と判断し
たときに測定を行う。

7 1
製
S4S6

（冷水装置） 騒音、振動 騒音規制法、振動規制法

年１回、敷地境界上で騒音を測定し許容
限度内であることを確認する。振動につい
ては設備追加により測定が必要と判断し
たときに測定を行う。

分類１：現実的に重大な環境側面
分類２：潜在的に重大な環境側面
＊5,6,7の振動測定は大きな変化があったときに測定する。


